
 

 
 

2021年２月 26日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 Ｊ Ｍ Ｃ 

代 表 者 名 
代表取締役社長

兼 Ｃ Ｅ Ｏ 
渡 邊 大 知 

（コード番号：5704 東証マザーズ） 

問 合 せ 先 経営企画室室長 倉 嶋 崇 博 

（TEL. 045-477-5751） 

 

<マザーズ> 投資に関する説明会開催状況について 

 

 以下のとおり、投資に関する説明会を開催いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

○開催状況 

 

 開催日時 2021年２月25日(木) 10：30～11：30 

 

 開催方法 インターネットライブ中継及びオンデマンド配信による開催 

  ライブ視聴者から文字による質問を受け付け、説明会内で回答を実施 

 

 開催場所 ライブ及びオンデマンド配信ページ 

      https://vspm.irstreet.com/browse/index.php?code=caAGSW/yJ.9FY&pr=youtube 

 

 

説明会資料名 2020年 12月期 決算説明資料 

 

 

【添付資料】 

2020年 12月期 決算説明資料 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この書面（添付資料を含む。）は、有価証券上場規程施行規則第 427 条に基づき、公衆縦覧に供されます。 

 

https://vspm.irstreet.com/browse/index.php?code=caAGSW/yJ.9FY&pr=youtube
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2020年12月期総括
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2020年12月期総括
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2020年12月期総括
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2020年12月期総括
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新型コロナウイルス感染症について
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単位：百万円
2020年12月期
修正見通し

2020年12月期 増減額 増減率

売上高 2,300 2,458 158 6.9%

営業損失 △ 300 △ 220 79 26.5%

営業損失率 △ 13.0％ △ 9.0% - 4.0P

経常損失 △ 290 △ 206 83 28.7%

経常損失率 △ 12.6% △ 8.4% - 4.2P

当期純損失 △ 230 △ 173 56 24.7%

2020年12月期業績ハイライト 修正見通し比

３Dプリンター出力事業 期末にかけて短納期の試作需要がやや増加

鋳造事業 量産案件の納品前倒し対応、自動車関係試作が想定より上振れ

CT事業 2021年1月想定のCT装置売上を前倒し

修正見通しに対しては上振れ
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単位：百万円 2019年12月期 2020年12月期 増減額 増減率

売上高 2,809 2,458 △ 350 △ 12.5%

売上総利益 1,116 568 △ 547 △ 49.0%

売上総利益率 39.7% 23.1％ - △ 16.6P

販売費及び一般管理費 851 789 △ 62 △ 7.3%

営業利益又は営業損失 265 △ 220 △ 485 -

営業利益又は営業損失率 9.4％ △ 9.0% - △ 18.4P

経常利益又は経常損失 264 △ 206 △ 470 -

経常利益又は経常損失率 9.4％ △ 8.4% - △ 17.8P

当期純利益又は当期純損失 164 △ 173 △ 337 -

2020年12月期業績ハイライト 前年比

停滞した市場環境の回復に時間を要し、前年比で大幅な売上減少
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営業利益増減分析
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単位：百万円 2019年12月期 2020年12月期 増減額 増減率

流動資産 1,009 1,121
111 11.1％

固定資産 2,672 2,662 △ 9 △ 0.4%

資産合計 3,682 3,784 101 2.8％

流動負債 522 820 297 56.9％

固定負債 905 878 △ 27 △ 3.0％

負債合計 1,427 1,698 270 18.9％

純資産合計 2,254 2,085 △ 168 △ 7.5％

自己資本比率 61.2% 55.1%

貸借対照表サマリー

【資 産】 ＣＴ装置販売増加により売掛金が増加 【負 債】 運転資金調達により、短期借入金が増加
【純資産】 四半期損失の計上により減少 【自己資本比率】 依然高水準を維持し、財務基盤は堅持
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単位：百万円 2019年12月期 2020年12月期 増減額 前期比

営業活動によるキャッシュ・フロー 301 △ 28 △ 330 -

固定資産の取得による支出 △ 1,397 △ 251 1,146 82.0%

その他 79 2 △ 76 △ 97.0%

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,318 △ 249 1,069 81.1%

短期借入金の純増減額（△は減少） △ 155 300 455 -

長期借入れによる収入 500 64 △ 436 △ 87.2%

長期借入金の返済による支出 △ 47 △ 126 △ 78 △ 165.1%

セール・アンド・リースバックによる収入 85 88 2 2.6%

リース債務の返済による支出 △ 91 △ 120 △ 29 △ 31.9%

その他 17 △ 3 △ 20 -

財務活動によるキャッシュ・フロー 308 201 △ 106 △ 34.6%

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 708 △ 76 632 89.2%

現金及び現金同等物の期首残高 1,007 298 △ 708 △ 70.4%

現金及び現金同等物の期末残高 298 222 △ 76 △ 25.6%

キャッシュ・フロー計算書サマリー

営業活動によるキャッシュ・フロー 営業損失計上のためマイナス
設備投資によるキャッシュ・フロー ミーリングセンター稼働開始により支出はピークアウト
財務活動によるキャッシュ・フロー コミットメントラインの柔軟な活用で安定した資金調達を実施
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事業概要・事業領域
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単位：百万円

売上高 セグメント利益又は損失

2019年12月期 2020年12月期 増減額 増減率 2019年12月期 2020年12月期 増減額 増減率

3D

プリンター
出力事業

556 462
△ 93 △ 16.9%

111 30
△ 81 △ 73.0%

鋳造事業 1,833 1,062
△ 770 △ 42.1%

475 △ 168
△ 644 -

CT事業
カッコ内は
装置販売

517
(93)

1,019
(497)

501 96.9%
224 422

198 88.4%

その他 △ 98 △ 85
12 13.1%

△ 546 △ 504
42 7.7%

四半期
損益計算書
計上額

2,809 2,458
△ 350 △ 12.5%

265 △ 220
△ 485 -

2020年12月期 セグメント別情報
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外部環境・事業別概況

加工工程の内製化推進や、FA関係の新た

な需要喚起も進んだが、輸送機器関連の
顧客を中心に開発日程の延期などによる
試作機会減少の影響を甘受

デジタルコンテンツを駆使したCT撮像

認知活動を強化し、多様な分野での撮像
ニーズや品質保証需要を獲得。また装置
販売も業績を牽引

2020年12月期 セグメント別情報

（※）一般管理費控除前のセグメント利益又は損失

顧客の試作・開発の停滞や屋内外での

イベント中止による展示物製作ニーズの
減少により、価格競争が通年で継続。
HEARTROIDでは海外デバイスメーカー
を中心に好調を維持
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（注）外部顧客への売上高の比率

セグメント別売上高比率
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産業別売上高比率

【鋳造事業】電気機械器具製造業（主に自動車関連）比率が減少し、
一般機械器具製造業の比率が増加（主にFA関連）

【ＣＴ事業】不具合解析・安全検査等の品質保証撮像ニーズが増加
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2021年12月期の取り組み
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2021年12月期見通し

■ 通期業績の回復が最優先課題

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては見通し変更も検討

※ 設備投資計画を含む中期目標値は、当期状況の見極めを優先し再検討を進める

単位：百万円 2020年12月期 2021年12月期 増減額 増減率

売上高 2,458 2,584 125 4.8％

営業利益又は営業損失 △ 220 26 246 -

営業利益又は営業損失率 △ 9.0％ 1.0% - 10.0P

経常利益又は経常損失 △ 206 56 263 -

経常利益又は経常損失率 △ 8.4% 2.2% - 10.6P

当期純利益又は当期純損失 △ 173 37 210 -

「ものづくり」にとどまらず事業の垣根を超えた連携強化

「サービス業レベルのサービス体制」実現マインド醸成

「小回り力・総合力」による競合他社との差別化推進
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単位：百万円

売上高 セグメント利益又は損失

2020年12月期 2021年12月期 増減額 増減率 2020年12月期 2021年12月期 増減額 増減率

3D

プリンター
出力事業

462 582
119 25.8%

30 77
47 156.4%

鋳造事業 1,062 1,395
332 31.3%

△ 168 124
292 -

CT事業 1,019 691
△ 328 △ 32.2%

422 284
△ 137 △ 32.5%

その他
（内部取引）

△ 85 △ 84
1 -

△ 504 △ 460
44 -

2021年12月期 セグメント別見通し

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては見通し変更も検討
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2021年12月期の取り組み
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2021年12月期の取り組み

HEARTROID：当社が国立大学法人大阪大学大学院医学系研究科及びフヨー株式会社と共同で開発した心臓カテーテルシミュレーター
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2021年12月期の取り組み



25

2021年12月期の取り組み
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2021年12月期の取り組み
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Appendix
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会社概要
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工場紹介
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事業紹介
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事業紹介
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業績推移
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本説明会および説明資料の内容は、発表日時点で入手可能な情報や判断に基づくものです。

将来発生する事象等により内容に変更が生じた場合も、当社が更新や変更の義務を負う

ものではありません。

また、本説明会および説明会資料に含まれる将来の見通しに関する部分は、多分に不確定

な要素を含んでいるため、実際の業績等は、さまざまな要因の変化等により、これらの

見通しと異なる場合がありますことをご了承ください。

本資料中に記載されているロゴ・会社（機関）名・製品名は、各社（機関）の登録商標

または商標です。

将来の見通しに関する注意事項
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◆本件に関するご連絡先◆

株式会社ＪＭＣ 経営企画室

〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜二丁目５番５号

電話番号：045-477-5751 E-mail：ir@jmc-rp.co.jp

お問い合わせ


